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１

秋
田
県
告
示
第
八
百
八
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

仙
市
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
七
年
十
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ

変

更

前

の

字

の

区

域

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
北

二
八
〇
、
二
八
〇
の
二
、
二
八
〇
の
四
、
二
八
一
の
一
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
相
野

二
三
六
の
二
、
三
二
七
の
二
、
三
二
九
の
二
、
三
三
〇
の

変
更
後
の
字
の
区
域

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
相

野大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山

道
北

二
、
三
三
一
の
二
、
三
三
二
の
二
、
三
三
三
の
二
、
三
三

四
の
二
、
三
三
五
の
二
、
三
三
六
の
二
、
三
三
七
の
二
、

三
三
八
の
三
、
三
三
九
の
二
、
三
四
〇
の
二
、
三
四
一
の

二
、
三
四
二
の
二
、
三
四
三
の
二
、
三
四
四
の
二
、
三
四

五
の
二
、
三
四
六
の
二
の
一
部
、
三
五
六
か
ら
三
七
六
ま

で
、
三
七
七
の
二
、
三
七
八
か
ら
三
八
二
ま
で
、
三
八
三

の
一
部
、
三
九
二
か
ら
三
九
八
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
南

一
六
七
の
一
部
、
一
六
八
、
一
六
九
、
一
七
〇
の
二
、
一

七
一
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
七
一
の
一
、
一
七
四
に

隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
北

二
七
一
、
二
七
二
か
ら
二
七
四
ま
で
の
各
一
部
、
二
七
五

の
一
の
一
部
、
二
七
六
の
一
、
二
七
七
か
ら
二
七
九
ま
で
、

三
六
五
の
一
部
、
三
六
六
か
ら
三
六
八
ま
で
、
三
七
〇
か

ら
三
七
四
ま
で
、
三
七
五
の
一
、
三
七
五
の
二
、
三
七
六

か
ら
三
九
七
ま
で
、
四
〇
〇
、
四
〇
三
か
ら
四
〇
九
ま
で

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
堀
ノ
内

三
一
〇
の
一
部
、
三
一
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
南

二
一
六
か
ら
二
二
〇
ま
で
、
二
二
一
の
一
か
ら
二
二
一
の

三
ま
で
、
二
二
二
か
ら
二
三
〇
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
一
三
六
、
一
三
七
、
一
三
八
の
一
、
二
一
二
か
ら
二

一
五
ま
で
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山

道
南

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
深

田
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秋
田
県
告
示
第
八
百
八
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

仙
市
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
七
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月
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田
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知
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寺
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大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
堀
ノ
内

一
七
四
か
ら
一
九
〇
ま
で
、
二
二
〇
の
一
、
二
二
一
の
一
、

二
二
二
の
一
、
二
二
三
の
一
、
二
二
四
の
一
、
二
二
五
の

一
、
二
二
六
の
一
、
二
二
七
の
一
、
三
三
〇
か
ら
三
三
九

ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
南

一
七
九
か
ら
一
八
七
ま
で
、
一
八
八
の
一
か
ら
一
八
八
の

三
ま
で
、
一
九
〇
か
ら
一
九
六
ま
で
に
隣
接
す
る
水
路
で

あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
山
道
北

七
九
の
一
の
一
部
、
二
二
五
の
一
部
、
二
五
六
の
一
部
、

二
五
九
、
二
六
〇
の
一
か
ら
二
六
〇
の
三
ま
で
、
二
六
一
、

二
六
四
の
一
部
、
四
一
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す

る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
駒
場
字
柳
持

一
〇
九
の
五

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
西
中
里

六
〇
の
一
、
六
二
の
一
、
六
三
の
一
、
六
四
の
一
、
六
五

の
一
、
一
〇
六
の
一
、
一
〇
七
か
ら
一
一
〇
ま
で
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有

地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
鏡
田

七
〇
の
一
、
七
一
の
一
、
七
二
の
一
、
七
三
の
一
、
七
四

の
一
、
七
五
の
一
、
七
六
の
一
、
七
七
の
一
、
七
八
の
一
、

七
九
の
一

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
中
屋
敷

二
一
九
の
一
の
一
部
、
二
二
〇
か
ら
二
二
二
ま
で
の
各
一

大
仙
市
太
田
町
横
沢
字
堀

ノ
内

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
中

屋
敷

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
新

屋
敷

部
、
二
二
二
の
一
の
一
部
、
二
二
三
か
ら
二
二
八
ま
で
の

各
一
部
、
二
二
九
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
二
十
町

一
八
二
、
一
八
四
か
ら
一
九
二
ま
で
、
一
九
三
の
一
、
一

九
四
の
一
、
一
九
五
の
一
、
一
九
六
の
一
、
一
九
七
の
一
、

一
九
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
七
八
の
一
、

一
八
一
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
中
屋
敷

一
八
三
か
ら
一
八
八
ま
で
の
各
一
部
、
一
八
八
の
一
、
一

八
九
か
ら
一
九
一
ま
で
の
各
一
部
、一
九
一
の
一
の
一
部
、

一
九
一
の
二
の
一
部
、
一
九
一
の
三
、
一
九
一
の
一
五
の

一
部
、
一
九
五
の
五
か
ら
一
九
五
の
八
ま
で
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
、
一
二
、
一
二
の
二
、
一
二
の
三
、
一
六
、
一
九
三
、

一
九
三
の
一
、
一
九
四
の
一
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で

あ
る
公
有
地
の
一
部

大
仙
市
太
田
町
中
里
字
鏡

田大
仙
市
太
田
町
中
里
字
小

保
田

変

更

前

の

字

の

区

域

大
仙
市
高
関
上
郷
字
野
際

変
更
後
の
字
の
区
域

大
仙
市
花
館
字
唐
関
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五
九
の
一
部
、
六
五
の
一
部
、
六
六
の
一
の
一
部
、
六
六

の
三
の
一
部
、
六
六
の
四
の
一
部
、
六
九
の
一
部
、
七
〇

の
一
部
、
七
三
の
一
部
、
七
四
、
七
五
の
一
部
、
七
七
の

一
部
、
七
八
、
八
九
か
ら
九
一
ま
で
の
各
一
部
、
九
二
か

ら
九
四
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
蕨
野

一
の
一
か
ら
一
の
三
ま
で
、
一
の
五
か
ら
一
の
八
ま
で
、

二
の
一
、
二
の
二
、
二
の
三
の
一
部
、
二
の
四
か
ら
二
の

六
ま
で
、
三
か
ら
六
ま
で
、
九
の
三
の
一
部
、
九
の
四
の

一
部
、
一
〇
、
一
一
の
一
の
一
部
、
一
三
の
六
か
ら
一
三

の
八
ま
で
の
各
一
部
、一
三
の
九
か
ら
一
三
の
一
三
ま
で
、

一
三
の
一
四
の
一
部
、
一
四
、
一
五
の
一
か
ら
一
五
の
三

ま
で
、
一
九
の
五
の
一
部
、
一
九
の
六
、
一
九
の
七
の
一

部
、
三
五
の
三
の
一
部
、
三
五
の
四
、
三
五
の
五
か
ら
三

五
の
七
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
向
田

一
八
か
ら
二
〇
ま
で
、
八
〇
、
一
三
三
か
ら
一
三
九
ま
で

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公

有
地
の
全
部

大
仙
市
花
館
字
唐
関

三
〇
一
か
ら
三
〇
五
ま
で
の
各
一
部
、
三
一
九
の
一
部
、

三
二
〇
の
一
部
、
三
二
一
か
ら
三
二
五
ま
で
、
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
花
館
字
上
大
戸

一
六
一
の
一
、
一
六
一
の
二
、
一
六
一
の
三
の
一
部
、
一

六
一
の
四
、
一
六
二
の
一
か
ら
一
六
二
の
三
ま
で
、
一
六

三
、
一
六
四
の
一
部
、
一
六
五
の
一
、
一
六
五
の
二
、
一

六
六
、
一
六
七
、
一
六
八
の
一
部
、
一
六
九
の
一
、
一
七

大
仙
市
高
関
上
郷
字
野
際

〇
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
五
九
、
一
六
一
の
五
に
隣
接

す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
蕨
野

一
九
の
三
、
一
九
の
四
の
一
部
、
一
九
の
五
の
一
部
、
二

三
か
ら
二
五
ま
で
の
各
一
部
、
二
六
か
ら
二
九
ま
で
、
三

〇
か
ら
三
二
ま
で
の
各
一
部
、
三
三
の
一
の
一
部
、
三
三

の
二
の
一
部
、
三
三
の
九
の
一
部
、
三
三
の
一
〇
の
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
二
ツ
屋

六
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
花
館
字
唐
関

一
三
三
の
一
か
ら
一
三
三
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
一
三
四

の
一
部
、
一
三
五
の
一
部
、
一
四
〇
か
ら
一
四
二
ま
で
の

各
一
部
、
一
四
三
か
ら
一
四
八
ま
で
、
一
四
九
か
ら
一
五

二
ま
で
の
各
一
部
、二
一
七
か
ら
二
一
九
ま
で
の
各
一
部
、

二
二
〇
か
ら
二
四
一
ま
で
、
二
四
二
の
一
部
、
二
四
九
の

一
部
、
二
五
〇
の
一
部
、
二
五
二
の
一
部
、
二
九
二
の
一

部
、
二
九
三
の
一
部
、
二
九
四
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
向
田

一
か
ら
五
ま
で
、
六
の
一
、
六
の
二
、
七
、
八
、
九
の
一
、

九
の
二
、
一
〇
の
二
、
一
二
か
ら
一
七
ま
で
、
二
四
か
ら

四
四
ま
で
の
各
一
部
、
四
六
か
ら
五
〇
ま
で
の
各
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
新
屋
敷

五
三
の
一
、
五
三
の
二
、
五
七
の
一
、
五
八
の
一
、
五
八

の
五
、
六
三
の
一
の
一
部
、
九
三
か
ら
九
五
ま
で
、
九
六

大
仙
市
高
関
上
郷
字
蕨
野

大
仙
市
高
関
上
郷
字
二
ツ

屋



平成17年10月 7日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

４

の
一
、
九
六
の
二
、
九
七
、
一
〇
三
か
ら
一
二
八
ま
で
、

一
三
四
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
野
際

五
の
二
、
五
の
三
の
一
部
、
一
五
四
、
一
五
五
の
一
部
、

一
五
六
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
五
七
、
一
五
八
に

隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
堂
ノ
後

二
六
の
二
の
一
部
、
二
七
の
一
の
一
部
、
二
七
の
二
の
一

部
大
仙
市
高
関
上
郷
字
野
際

一
五
五
の
一
部
、
一
五
六
の
一
部
、
一
五
七
か
ら
一
六
〇

ま
で
、
一
六
一
の
一
部
、
一
六
二
、
一
九
三
か
ら
二
〇
三

ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
三
の
一
に
隣
接
す
る
水

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
不
動
堂

一
三
、
一
五
か
ら
一
八
ま
で
、
一
九
の
二
、
二
〇
の
一
、

二
一
の
一
、
二
二
、
二
四
、
二
六
、
二
八
か
ら
三
四
ま
で
、

三
六
、
三
九
か
ら
四
五
ま
で
、
四
八
か
ら
五
一
ま
で
、
五

二
の
一
、
五
二
の
二
、
五
四
、
五
五
の
一
の
一
部
、
五
五

の
三
の
一
部
、
五
六
か
ら
六
一
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
七
一
の
一
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
新
屋
敷

一
二
九
の
一
の
一
部
、
一
三
〇
か
ら
一
三
三
ま
で
の
各
一

部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で

あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
新
屋

敷大
仙
市
高
関
上
郷
字
堂
ノ

後大
仙
市
四
ツ
屋
字
下
新
谷

地

大
仙
市
高
関
上
郷
字
高
屋
敷

一
六
九
、
一
七
〇
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
六
五
か
ら
一
六
八
ま
で

に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
諸
亦

一
か
ら
五
ま
で
、
一
五
か
ら
二
二
ま
で
、
二
四
か
ら
四
〇

ま
で
、
四
〇
の
二
、
四
一
か
ら
四
五
ま
で
、
四
八
の
二
、

四
九
の
一
、
五
二
か
ら
六
一
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び

に
一
四
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
諸
又

九
六
か
ら
一
〇
〇
ま
で
、
一
五
二
、
一
五
四
か
ら
一
六
六

ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
一
四
八
か
ら
一
五
〇
ま

で
、
一
五
一
の
一
か
ら
一
五
一
の
三
ま
で
、
一
八
三
に
隣

接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
諸
亦

六
の
一
、
六
の
八
、
六
の
九
、
六
の
一
一
、
六
の
一
九
、

六
二
の
一
部
、
六
三
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
下
瀬

二
三
か
ら
二
七
ま
で
、
二
九
か
ら
三
六
ま
で
、
四
七
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
下
瀬

七
九
か
ら
九
四
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
上
野

大
仙
市
高
関
上
郷
字
田
中

大
仙
市
高
関
上
郷
字
上
野

大
仙
市
四
ツ
屋
字
諸
又
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四
三
、
四
四
、
四
七
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す

る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
三
五
の
一
、
三
六

か
ら
三
八
ま
で
、
四
二
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
下
瀬

二
八
の
一
の
一
部
、
二
九
の
一
、
三
〇
か
ら
三
四
ま
で
、

三
六
、
三
九
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
■
ノ
木

一
八
九
の
一
部
、
一
九
〇
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
二
〇
六
に

隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
下
瀬

五
の
一
、
八
、
一
六
か
ら
二
二
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
下
瀬

四
の
一
部
、
四
の
一
の
一
部
、
六
の
一
の
一
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
下
嘉
町

二
九
の
一
、
三
〇
の
一
、
三
一
の
一
、
三
二
の
一
、
三
三

の
一
、
三
四
の
一
、
三
五
の
一
、
三
六
の
一
、
三
七
の
一
、

三
八
の
一
、
三
九
の
一
、
四
〇
の
一
、
四
一
か
ら
六
三
ま

で
、
六
五
か
ら
六
七
ま
で
、
六
九
か
ら
七
七
ま
で
、
七
九
、

九
八
の
一
の
一
部
、
九
八
の
二
の
一
部
、
一
一
六
の
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
下
瀬

一
か
ら
六
ま
で
、
六
の
一
、
七
か
ら
一
三
ま
で
、
一
八
の

三
、
一
八
の
四
、
二
〇
か
ら
二
四
ま
で
、
二
五
の
一
、
二

五
の
三
、
二
六
の
二
、
二
七
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
下
瀬

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
下
瀬

大
仙
市
四
ツ
屋
字
■
ノ
木

大
仙
市
四
ツ
屋
字
下
嘉
町

隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
上
嘉
町

二
四
の
一
、
二
五
の
一
、
二
六
の
一
、
二
七
の
一
、
二
八

の
一
、
二
九
の
一
、
三
〇
か
ら
三
六
ま
で
、
八
八
の
一
部
、

八
九
か
ら
九
八
ま
で
、
九
九
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
九
九
、
一
〇
一
か
ら
一
一
二
ま
で
、
一
一
四
、
一
一

五
、
一
一
七
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
下
嘉
町

八
〇
の
一
、
八
〇
の
二
、
八
一
の
一
、
八
一
の
二
、
八
二

の
一
、
八
二
の
二
、
八
三
の
一
、
八
三
の
二
、
八
四
の
一
、

八
四
の
二
、
一
八
九
か
ら
一
九
四
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
上
嘉
町

一
の
一
、
二
の
一
、
三
、
四
の
一
、
五
の
一
、
六
の
一
、

六
三
か
ら
七
〇
ま
で
、
一
一
八
か
ら
一
二
二
ま
で
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有

地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
前
田

一
の
一
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三
の
一
、
三
の
二
、
五
、

六
、
八
か
ら
一
一
ま
で
、
一
五
か
ら
一
八
ま
で
、
二
〇
、

二
四
か
ら
二
七
ま
で
、
三
六
、
三
七
、
三
八
の
一
、
三
八

の
二
、
三
九
の
一
、
三
九
の
二
、
四
〇
の
一
、
四
〇
の
二
、

四
一
の
一
、
四
一
の
二
、
四
二
の
一
、
四
二
の
二
、
四
三

の
一
、
四
三
の
二
、
四
四
の
一
、
四
四
の
二
、
四
五
の
一
、

四
五
の
二
、
五
一
の
一
、
五
一
の
二
、
五
二
の
一
、
五
二

の
二
、
五
三
の
一
、
五
三
の
二
、
五
四
の
一
、
五
四
の
二
、

五
七
の
一
、
五
七
の
二
、
六
一
、
六
六
、
六
七
の
一
、
六

七
の
二
、
六
八
、
七
一
、
七
三
の
一
、
七
三
の
二
、
七
五

の
一
、
七
五
の
二
、
七
六
の
一
、
七
六
の
二
、
七
七
の
一
、

七
七
の
二
、
七
八
の
一
、
七
八
の
二
、
七
九
、
八
〇
の
一
、

大
仙
市
四
ツ
屋
字
鼠
田
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八
〇
の
二
、
八
一
の
一
、
八
一
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
諸
又

一
か
ら
一
一
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
上
野

四
四
の
一
か
ら
四
四
の
五
ま
で
、
四
五
の
三
か
ら
四
五
の

五
ま
で
、
四
五
の
七
、
四
五
の
八
、
四
七
の
一
部
、
四
八
、

四
八
の
一
、
四
八
の
二
、
四
九
の
一
、
四
九
の
二
、
五
〇

の
一
、
五
〇
の
二
、
五
一
の
一
か
ら
五
一
の
四
ま
で
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の

全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
十
二
木

一
の
一
、
二
か
ら
六
ま
で
、
一
八
、
一
九
の
一
か
ら
一
九

の
三
ま
で
、
二
〇
の
一
、
二
〇
の
二
、
二
一
の
一
か
ら
二

一
の
四
ま
で
、
六
九
か
ら
七
五
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
七
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
向
高
関

二
二
一
の
一
、
二
二
二
か
ら
二
二
九
ま
で
、
二
三
〇
の
一
、

二
三
一
の
一
、
二
三
二
の
一
、
二
三
三
の
一
、
二
三
四
の

一
、
二
三
五
の
一
、
二
三
六
の
一
、
二
三
七
か
ら
二
三
九

ま
で
、
二
四
〇
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
横
張
田

一
八
九
の
一

大
仙
市
高
関
上
郷
字
前
川
戸

一
〇
の
一
、
二
二
の
一
、
二
三
の
一
、
二
四
の
一
、
二
五

の
一
、
二
六
の
一
、
二
七
、
二
八
の
一
、
二
九
か
ら
三
八

大
仙
市
高
関
上
郷
字
横
張

田大
仙
市
四
ツ
屋
字
東
下
瀬

ま
で
、
三
九
の
一
、
四
〇
か
ら
七
二
ま
で
、
七
三
の
一
、

七
四
か
ら
七
八
ま
で
、
八
〇
か
ら
八
五
ま
で
、
八
六
の
一
、

八
六
の
三
、
九
〇
の
四
、
九
一
の
四
、
九
四
の
一
、
九
五

の
一
、
九
六
の
一
、
一
〇
一
か
ら
一
一
〇
ま
で
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
下
関
根

一
〇
六
の
一
、
一
一
一
の
一
、
一
一
二
、
一
一
三
の
一
、

一
一
三
の
二
、
一
一
四
の
二
、
一
一
四
の
三
、
一
六
五
の

二
の
一
部
、
一
六
六
、
一
六
七

大
仙
市
四
ツ
屋
字
東
下
瀬

四
六
、
四
七
の
一
、
四
八
、
四
九
の
一
か
ら
四
九
の
四
ま

で
、
四
九
の
六
、
一
二
一
の
一
、
一
二
二
か
ら
一
三
一
ま

で
、
一
三
二
の
一
、
一
三
九
の
一
、
一
四
〇
の
一
、
一
四

一
の
一
、
一
四
二
の
一
、
一
四
三
の
一
、
一
四
四
か
ら
一

五
八
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
前
川
戸

九
七
の
一
、
九
七
の
二
の
一
部
、
一
〇
〇
の
一
、
一
〇
〇

の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有

地
の
全
部

大
仙
市
高
関
上
郷
字
鳥
屋
場

七
の
一
、
九
の
一
、
九
の
三
、
一
〇
の
一
、
一
六
の
二
、

二
一
の
一
、
二
二
の
一
、
二
二
の
四
、
八
一
、
八
二
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
全
部

大
仙
市
清
水
字
南
大
吹

一
八
七
か
ら
一
八
九
ま
で
の
各
一
部
、
一
九
〇
、
一
九
一

の
一
、
一
九
一
の
二
、
一
九
三
の
一
、
一
九
三
の
二
の
一

部
、
一
九
四
の
一
、
二
四
九
の
一
の
一
部
、
二
五
〇
の
一

大
仙
市
四
ツ
屋
字
川
崎
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部
、
二
五
一
の
一
部
、
二
五
五
か
ら
二
五
七
ま
で
、
二
五

八
の
一
、
二
五
九
の
一
、
二
六
〇
の
一
、
二
九
五
の
一
、

二
九
六
の
一
、
二
九
七
の
一
、
三
〇
二
の
三
、
三
〇
二
の

四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
川
崎

一
の
一
、
二
の
一
、
三
の
一
、
四
の
一
、
五
の
一
、
一
一

の
一
の
一
部
、
一
一
の
二
の
一
部
、
五
五
、
六
一
か
ら
六

六
ま
で
、
六
八
か
ら
七
〇
ま
で
、
七
二
、
七
三
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

公
有
地
の
全
部

大
仙
市
清
水
字
南
大
吹

一
七
八
の
一
の
一
部
、
一
八
〇
の
一
部
、
一
八
一
、
一
八

二
の
一
部
、
一
八
四
の
一
部
、
二
三
〇
の
一
部
、
二
三
一

の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
川
崎

一
一
の
一
の
一
部
、
一
一
の
二
の
一
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
田

一
の
一
、
一
の
二
、
六
の
一
部
、
八
〇
か
ら
九
三
ま
で
の

各
一
部
、
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
清
水
字
北
大
吹

二
六
五
の
一
、
二
六
六
の
一
、
二
六
八
の
一
、
二
六
九
の

一
、
二
七
〇
の
一
、
二
七
一
の
一
、
二
七
三
の
一
、
二
七

四
か
ら
二
七
六
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
清
水
字
南
大
吹

一
六
九
の
一
、
一
七
〇
、
一
七
三
の
二
、
一
七
四
の
一
、

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
田

大
仙
市
四
ツ
屋
字
東
田

一
七
五
の
一
、
一
七
五
の
二
、
一
七
六
の
一
、
一
七
六
の

二
、
一
七
七
、
一
七
八
の
一
の
一
部
、
一
八
〇
の
一
部
、

一
八
二
の
一
部
、
一
八
四
の
一
部
、
一
八
七
か
ら
一
八
九

ま
で
の
各
一
部
、
二
二
二
の
一
、
二
二
三
か
ら
二
二
六
ま

で
、
二
二
七
の
一
、
二
二
七
の
二
、
二
二
八
、
二
二
九
、

二
三
〇
の
一
部
、
二
三
一
の
一
部
、
二
三
二
か
ら
二
三
七

ま
で
、
二
三
八
の
一
、
二
三
九
の
一
、
二
四
〇
の
一
、
二

四
七
の
一
、
二
四
八
の
一
、
二
四
九
の
一
の
一
部
、
二
五

〇
の
一
部
、
二
五
一
の
一
部
、
二
五
二
か
ら
二
五
四
ま
で

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
西
田

二
の
一
、
三
、
四
の
一
、
五
の
一
、
七
の
一
、
五
〇
か
ら

六
〇
ま
で
、
九
四
、
九
六
か
ら
一
〇
〇
ま
で
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の

全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
東
田

一
四
の
一
、
一
四
の
四
の
一
部
、
一
六
か
ら
二
六
ま
で
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全

部
大
仙
市
四
ツ
屋
字
上
前
村

五
、
一
三
八
、
一
四
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
谷
地

一
、
四
、
五
の
一
、
五
の
二
、
九
の
一
、
九
の
三
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
鑓
見
内
字
相
野

一
一
四
の
一
、
一
一
四
の
二
、
一
一
五
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
切
上

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
嶋
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大
仙
市
鑓
見
内
字
前
田

二
〇
、
二
一
、
四
六
か
ら
五
八
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
谷
地

三
一
の
一
、
三
一
の
三
、
三
二
の
一
、
三
二
の
二
、
三
三

か
ら
三
八
ま
で
、
三
九
の
一
、
三
九
の
二
、
四
〇
の
一
、

四
〇
の
二
、
四
一
か
ら
四
五
ま
で
、
四
七
か
ら
五
一
ま
で
、

五
二
の
一
、
五
二
の
二
、
五
三
か
ら
六
一
ま
で
、
六
二
の

一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で

あ
る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
四
ツ
屋
字
中
嶋

一
一
六
の
一
部
、
一
一
七
か
ら
一
一
九
ま
で
、
一
二
〇
の

一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
公
有
地
の
全
部

大
仙
市
鑓
見
内
字
前
田

大
仙
市
鑓
見
内
字
相
野

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場
目
字
小
野
台

二
五
三
の
一
、
二
五
三
の
二
、
二
五
四
か
ら
二
五
八
ま
で
、

二
七
二
の
二
、
二
七
三
の
二
か
ら
二
七
三
の
四
ま
で
、
二

七
四
の
二
、
二
七
四
の
三

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場
目
字
小
野
台

二
二
の
二
、
七
三
の
二
、
七
三
の
三
、
七
七
の
四
、
一
七

七
の
一
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

公
有
地
の
全
部

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場

目
字
野
々
下

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
八
百
八
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
南

秋
田
郡
五
城
目
町
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
七
年
十
月
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

変

更

前

の

字

の

区

域

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場
目
字
小
才

一
の
一
、
一
の
二
、
一
の
四
か
ら
一
の
六
ま
で
、
二
、
一

三
〇
、
一
四
七
の
二
、
一
四
七
の
四

変
更
後
の
字
の
区
域

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場

目
字
猿
沢

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
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m
atsu
b
arain
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.jp
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